「連携」と「協働」の概念に関する研究の概観 : 概念整理と心理臨床領域における今後の課題 by 中村 誠文 et al.
〔論 文〕
「連携」と「協働」の概念に関する研究の概観
―概念整理と心理臨床領域における今後の課題一
和文要旨
心理臨床現場である医療・福祉・教育・産業といった様々な領域での業務,また臨床心理学的
地域援助において,他職種や同職種との 「連携」「協働」は非常に重要である。現在は,「連携」
「協働」をキニワー ドとした研究論文が多数ある。 しかしその研究内容をみると「連携」「協働」
の重要性・必要性が述べられ,援助や支援の実際的方法や具体的運用について論じられその方略
が展開されているものの,その多くが 「連携」「協働」の定義 0概念には触れられておらず,共通
の定義 0概念が定着していないのが現状である。本稿では,特にその相違に着目しつつ,「連携」
と「協働」の定義や概念の整理および再検討を試みることを目的とする。また,それらを明確に
することによって見えてくる,心理臨床の視点からの「連携」「協働」の可能性,今後の課題を考
察する。
キーワード:連携 協働 概念整理
I はじめに
1988年に「(財)日本臨床心理士資格認定協会」
が設立され,以来24年が経ち臨床心理士有資格
者も約2万5千人となり,医療 0福祉 0教育・産
業等,幅広い領域で臨床活動を行つている。
日本の臨床心理学は,個人臨床の歴史が主流で
あり(下山,2001),セラピス トー クライアントと
いう二者関係において,非日常性を帯びた面接構
造のもと,治療構造を設定し,援助活動が行われ
てきた。
近年は,被害者・被災者支援をはじめ危機介入
としてコミュニティ・アプロニチの重要性が叫ば
れ,アウトリニチなどの様々な形での臨床活動が
増えてきている。また,教育現場でも教師が′い理
臨床家に求める役割として「連携やつなぐという
ことを求めている」ということが調査結果でも示
されている(中村,2007)。求められるニーズや様々
な領域に携わる職種も多様化し,専門職の細分化
が進んでいるからこそ 「連携」「協働」が更に求
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められているといえる。医療現場では,医療チー
ム内の専門職種間で連携を行い,精神保健福祉領
域では,施設と行政機関等が連携を取りながらニー
ズに合わせ対応を行ってきたが,臨床現場で実践
を行つていくにあたり,多職種間での 「連携」
「協働」は必須であり不可欠な課題,取り組みで
もある。
1970年代から「連携」「協働」といった表現が
用いられた論文が発表されるようになった。特に
精神保健福祉領域において,「連携」が叫ばれ推
進されるようになった背景の1つに,1993年の公
衆衛生審議会意見書がある。この中で社会復帰対
策,地域精神保健対策として「医療・福祉 :行政
機関が連携体制を強化すること」の課題が明示さ
れたことが大きく,2000年代に入 り更に数多く
の論文が発表されている。また,「連携」が求め
られる背景には,「①ニーズの多元的な全体像の
認識と,それに伴う②単一的サービス提供におけ
る限界の認識,さらには③協働型サービス提供に
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おける目標達成可能性の認識, といった3っの認
識が援助実践者にとつて自明のものとしてある」
(吉池・栄,2009)とも述べられている。
精神保健福祉領域で 「連携」という言葉が推進
され始めていく中で,心理職でよリー 層 「連携」
「協働」の重要性が語られるようになつたのは,
平成7(1995)年度からの 「スクールカウンセラー
活用調査研究委託事業 (以下,SC事業)」 の始ま
りである。これを機会に教育領域での活動が本格
化し,他職種との 「連携」「協働」といったそれ
までとは違 う視点・役害Jが更に求められることに
なつていつた。そして,地域精神保健において
「精神疾患の治療よりもむしろ予防」とぃう流れ
からコミュニティ心理学の視ノ点が′い理臨床家にも
求められるようになつたということも,「連携」
「協働」という視点が推進される背景にもなって
いるのではないかと考えられる。これらが契機と
なり,様々 な新しい領域が生まれていく中で心理
臨床家の役害Jやスタンスにも転換が図られ,コン
サル テ ー シ ョン(Consultation), リエ ゾ ン
(Liaison)という役害Jが求められ,今日では,「連
携」より「協働」という言葉をキーワー ドとして
よく耳にするようになつた。 しかし,「連携」と
「協働」という言葉がその意味の違いが曖味なま
まで同義語として活用されているという現状もみ
られ,そういつた中で,「連携」や「協働Jをキー
ワー ドとした研究論文が多数発表され|ている。論
文内容をみると「連携」「協働」の重要性・必要
性が述べられているもの,援助や支援といった実
際的方法や具体的運用が多く展開されており,そ
の多くが 「連携」「協働」の定義や概念には触れ
られておらず,共通の概念というものが定着して
いないのが現状である。洋文献では,「連携」は
TcOllaboration"と明確に区別されていないに
もかかわらず,和文献では「連携」と「協働Jと
区別がなされており,定義・概念の区別が不明確
であるため各々その用い方は様々である。
そこで本研究では,「連携」「協働」の実際的方
法や具体的運用ではなく,「連携」「協働」の相違
について明らかにし,「連携」と「協働」の定義 0
概念を整理 e再検討することを主な目的とする。
その上で,心理臨床の視点から「連携」「協働」
の可能性,今後の課題を考察する。定義・概念を
明らかにするからこそ見えてくる課題もあるだろ
うと考えるからである。これらの検討が,更なる
「連携」と「協働」の促進の寄与になれば在考え
る。
Ⅱ 研究方法
文献研究の方法については,心理臨床・医療・
精神保健福祉・教育の領域で 「連携」「協働」の
概念について述べられている文献を選定し,概念
整理を行うことにした。文献を収集するにあたり,
各領域の書籍,学術論文を調べ,CiNii‐Aericles
(国立情報学研究)も活用した。
先行研究で 「連携」の概念整理における文献研
究を行っている吉池・栄(2009)が,研究にあたり
『和文献に焦点をあてた理由として,洋文献では,
「連携」を示す際に,“linkage" “coordination"
“cooperation" “collaboration"などの用語が
明確に区別なく用いられていたからである』と述
べているように,本研究でも和文献に焦点をあて
研究を行 うこととした。また,野中(2007)は,構
成員相互の関係性の密度に着眼して,第す段階の
「linkage=連結」,第二段階の 「C00rdination=
調整」,第二段階の 「Cooperation=連携」,第四
段階の 「collaboration=協働」 と,訳し分けられ
るのではないかと提案している6筆者らもこれを
参考にし,「コラボレマション」と「協働」は同
義語として 「連携」「協働」の定義・概念の整理
を試みたい。
Ⅲ 「連携」「協働」の歴史的背景と定義・概念
1。 「連携」の歴史的背景と定義 0概念
1)「連携」の背景
わが国では,1970年代から社会福祉分野 0精
神保健福祉分野で「連携」といった言葉が用いら
れた論文が発表されるように|なり,「連携」は実
際の臨床の場で活動,促進されていつた流れがあ
る。その背景の1つに,1963年に当時アメリカ大
-4-
統領であったジョンF.ケネディが 「精神障害者
と精神薄弱者に対する教書」を発表し,それに基
づいて,「地域精神保健センター法」が施行され
たことがある。精神保健の総合的な地域社会への
サービスが広がり,キャプラン(Caplan,G。,1964)
の「予防精神医学」の考えも公衆衛生の土台となっ
た。また,それより先に1950年代後半から60年
代前半での脱施設化の施策によつて,精神医療に
おいて病院 (入院治療)から地域への移行が始まっ
たことも大きい流れとなつた。
その後, 日本でも1980年代に精神衛生法が精
神保健法に改正され,1991年に国連総会で採択
された「精神疾患を有するものの保護及びメンタ
ルヘルスケアの改善のための諸原則」を踏まえ,
精神保健福祉法が制定された。そこで病院や施設
から地域ケア,社会参加が叫ばれるようになつた。
そして,1993年の公衆衛生審議会意見書がある。
この中で社会復帰対策,地域精神保健対策として
「医療 0福祉 0行政機関が連携体制を強化するこ
と」が課題として明示されたことが大きく,多職
種との関わる機会が増え,「連携」という言葉が
一躍脚光を浴び2000年代に入 り更に数多くの論
文が発表されている。
心理臨床領域においては,「連携」を語る上で
3つの波があるといえる。
まず,心理臨床家も医療現場等でチームとして
他職種と「連携」をとつてきたことに加えて,地
域精神保健という流れからコミュニティ心理学の
発展が,「連携」がより求められたきつかけの1
つである。コミュニティ心理学が旗揚げをしたの
は,1965年5月のボス トン郊外での 「地域精神保
健に携わる心理学者の教育に関する会議(ボス ト
ン会議)」 である。その会議で 「コミュニティ心
理学は,個人の行動に社会全体が複雑に相互作用
する形で関連している心理的過程全般について研
究を行 うものである。この関連を概念的かつ実験
的に明確化することによつて,個人,集団,さら
には社会体系を改善しようとする活動計画の基礎
を提供するものである(Bennett,CeC。,et ale,1966)」
とされた(山本,2000)。また,その後もコミュニ
「連携」と「協働」の概念に関する研究の概観 中村誠文 他
ティ心理学について,いくつかの定義 0概念,特
徴,基本姿勢,役害Jが提言 されている (山本,同
上)。
2つ目に,1980年代から精神医療領域で リエゾ
ンとい う言葉が用いられるようになつた。 リエゾ
ンの語源は,もともとフランス語で単語が結びつ
く連音に由来しており,「連携」や 「つなぐ」と
訳されることが多い。リエゾンの定義もいくつか
あるが,森下(2008)は,小此木ら(1992)の「精神
医療領域では精神科医と他科の医療スタッフが継
続的な連携システムを作り,他科のクライエント
(以下Cl。)の精神面の心療をおこなうことである」
を引用し,心理臨床で使われているリエゾンにつ
いては,「他領域,他部門,他業種の関係者と協
力,共同してクライエントヘの援助をなす場合を
連携と称する(巻頭言)」 と述べている。
そして3つ目に,心理職でよリー層 「連携」の
重要性が語られるようになったのは1995年度(平
成7年)からのSC事業の始まりである。これを機
会に教育領域での心理臨床活動が活発になり,こ
れまでとは異なる他職種との 「連携」「協働」と
いつた役害Jを求められるようになつた。
このように,「連携」は国の政策と共に多元的
なニーズによる協働型の支援,職種の細分化の影
響により推進されてきた背景があり,心理臨床家
の活動領域を含めて専門性の枠の広がりが出てき
た結果ともいえる。
2)「連携」の定義 0概念
「連携」 という言葉の意味は,辞書によれば
「同じ目的を持つ者が互いに連絡をとり,協力し
合って物事を行 うこと (広辞苑)」 と明記されて
いる。洋文献をみると,「連携」を示す際に ,
``linkage"  “coordination''  ``cooperation"
“collaboration"などの用語が明確 に区別なく
翻訳され 日本で使用されているので用語の混乱が
あり,「連携」の定義 0概念も不明確で,各々 の
専門家に整理されている段階である。そこで,ま
ずは 「連携」とい う語を用いている先行研究を概
観 していきたい。「連携」の定義 0概念整理をす
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るにあたり,野中(2007),吉池 0栄(2009)の先行
研究が手がかりとなる。山中(2003)や吉池・栄が
まとめた「連携」の定義を,現在までのものと合
わせて再検討を行い表1.に「連携」の定義概念に
ついてまとめた。
①欧米の各論者の定義・概念
欧米の論者らは「連携」の具体的な行為や活動
に着目し論じている特徴があり,“collaboration"
という単語が使われているのではないかと推測さ
れる。この為,洋文献では,「連携」を含めたも
のとして “collaboration"となってお り,和訳
される際に 「連携」「協働Jの双方で訳されてい
る場合があり,混乱のもとにもなっている。本稿
では,「コラボ レーション(c01laboration)」と
「協働」は同義語として捉えているため,洋文献
については「協働」の定義 。概念整理の項で述ベ
ていきたい。
②前田(1990)の定義・概念
前田(1990)は,「連携」を英語で“coordination"
と述べ,「連携とは,異なる分野が一つの目標に
向かつて一緒に仕事をすることである。(略)別々
の組織に属しながら,異なった職種の間でとる定
期的な協力関係である。その時々のいくつかの組
織間による連絡よりは,業務の上で確立された協
力関係 といってよいであろう(p.13,1。4)」 と意味
づけている。また,連携が強化され発展していく
と異なる組織や分野の一体化がなされ,このよう
な状態を「統合」と述べている。この「統合」に
至るまでに「連絡(別個の組織,随時の情報交換)」 ,
「連携(異なる組織,定期的な業務提携)」,「統合
(1つの組織分恒常的なつながり)」 という3つの状
態を発展段階的に理解し,その発展を模式化して
示しているc連絡(点へのサービス),連携(線で結
ばれる),統合(「面」としてシステム化)と捉え,
「連携」とは,連絡から統合へ橋渡ヒンをする1つ
の移行段階であるとも規定し,その目的は,「連
携によって事業や活動をより効果的にし,効率化
することである(p615,1017)」とも述べている。
③高山(1993)の定義・概念
高llJ(1993)は,「連携|を行う
来の自己完結的な支援に留まらず,よリー 貫性の
高い,総合的な支援を実施する目的で協力体制を
築くこと」 としている。これについては,山中
(2003)が「『連携』が単独援助者の限界性の認識
を前提としており,今までの援助よりさらに多様
で総合的な援助の実現を示唆しているともいえる
(p.4,1。20)」と考察している。
④久保(2000),長谷川(2001)の社会福祉援助方法
としての定義・概念
保健・医療 。福祉の「連携」概念についての整
理を試みた久保(2000)は,「保健 。医療・福祉の
各専門職ないしは各機関がある共通の目標に向け
て互いに協力しながら遂行すること(p.111,1。7)」
と定義している。また,長谷川(2001)は,「連携」
を社会福祉現場で行われている生活問題の緩和・
解決のための社会福祉援助方法として位置づけリ
「連携は,『連絡』『調整』を含みながら,あるい
は踏まえた上での,二者以上の援助職の分業と協
業による協働的な社会福祉援助活動,あるいは専
門職間の了解のうえでの委任形態による代表的援
助職によつて行われる社会福祉援助活動(p.205,
1。2)」 と表現している。
⑤松岡(2000)の定義・概念
松岡(2000)は,「連携」を英語で“collaboratiOn"
としており,「協働」の方が適訳かもしれないと
述べる一方で,地域福祉における歴史的背景から
“collaboration"を「連携」 とし,専F電職間
「連携」を再検討している。各論者による専門職
間連携とチームワークの定義をまとめ,これらの
共通項から,「二人以上Jの「異なった専門職J
によつて,「共通の目標達成」をするために行な
われる「プロセス」であると抽出している。「連
携」という概念は動詞によつて表現されることに
よって最も理解されるとし,それは絶え問なく変
イヒして,その時々によつて異なることを意味ヒィ1
連携を形態あるいは構造として提えることは容易
でないとも述べている。その上で,専門職連携と
は,「主体性を持った多様な専門職間にネットワー
クが存在し,相互作用性,資源交換性を期待ヒ/て,
専門職が共i由の目標達成を目指して発展するプロ
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セスである (p。22,1.15)」と定義づけている。そ
して,連携を連続体 として捉え,連携の特徴(相
互利益性 。相互依存性 0相互作用性・協定行動・
共同生産)を指摘 し,専門職間連携のモデルにつ
いても言及 している。
⑥山中(2003)の定義・概念
曲中(2003)は,欧米あるいは日本の論者らによっ
て提示された 「連携」の定義をまとめ,「援助に
おいて,異なった分野,領域,職種に属する複数
の援助者(専門職や非専門的な援助者を含む)が,
単独では達成できない,共有された目標を達成す
るために,相互促進的な協力関係を通じて行為や
活動を展開するプロセスである(p.5,1。14)」と定
義づけている。
吉池・栄(2009)によるとGermain(1984)の示し
た協力過程やAbramson&Rosenthal(1995)の指
摘する相互利益性等に依拠しつつ,より「連携」
概念の一般化を試みている。
⑦吉池・栄(2009)の定義・概念
吉池・栄(2009)は,各論者の 「連携」の定義・
概念の整理を行い,「連携(cooperation)」,「協働
(collabOration)」,「チーム(team)」の概念の関係
性について,「連携(cooperation)」と 「協働
(collabOration)」を階層性のある手段的概念であ
ると考え,協働を実現するためのプロセスを含む
手段的概念を「連携(cooperation)」とすることを
提案している。さらに,彼らは松岡(2000)の指摘
(「最も公式性が高く,相互関係性の強い専門職間
連携をチームワークとする」)を踏まえて,「連携」
過程の最終的な段階がチームワークであるとし,
「連携」の概念の可視化された実態として 「チー
ム(team)」があると整理している。
③奥野(2010)の定義・概念
奥野(2010)は,「連携」について,必要性の視
点から検討して連携を定義し,連携が必要である
第一の理由として「サービスを利用する当事者か
らの視点」があり,様々 なニーズを満たすために
は,各種分野問や様々な専門職,また,障害当事
者及び家族間との連携が必要であると述べている。
「連携」と「協働」の概念に関する研究の概観 中村誠文 他
また,用語に関して,総合的なリハビリテーショ
ンを実施するには調整役が必要であることが言わ
れてきたことを挙げ,連携の英語は `Ъoordination"
ではないかと提案している。また,それに近い用語とし
て, ``collaboration"  ``cooperation''  ``linkage"
`het‐wOrking"を挙げる。         `
2.「協働」の背景と定義・概念
1)「協働」の背景
欧米では,医療 lX―健福祉領域のチームワーク研
究は1950年代から盛んであったという(野中,1999)。
表le連携の定義・概念
前 田(1990)
連携とは,異なる分野が一つの目標に向かつて
一緒に仕事をすることである。(略)別々 の組織
に属しながら,異なった職種の間でとる定期的
な協力関係である。その時々のいくつかの組織
間による連絡よりは,業務の上で確立された協
力関係といつてよいであろう。(p.13,1.4)
高山(1993)
保健 。医療・福祉に関連する専門職および施設
機関が従来の自己完結的な支援に留まらず,よ
リー貫性の高い,総合的な支援を実施する目的
で協力体制を築くこと。(pp.76‐7)
久保(2000)
保健・医療・福祉の各専門職ないしは各機関が
ある共通の目標に向けて互いに協力しながら遂
行すること。(p.111,1.7)
松岡(2000)
専門職連携 とは,「主体性を持った多様な専門
職間にネットワークが存在 し,相互作用性,資
源交換性を期待 して,専門職が共通の目標達成
を目指して発展するプロセスである。
(p.22,1.15)
長谷り||(2001)
≪(連携の)性格・定義≫
「連携」は,「連絡」「調整」を含みながら,あ
るいは踏まえた上での,二者以上の援助職の分
業と協業による協働的な社会福祉援助活動,あ
るいは専門職間の了解のうえでの委任形態によ
る代表的援助職によつて行われる社会福祉援助
活動。(p.205,1.2)
山中(2003)
「連携」とは,「援助において,異なった分野 ,
領域,職種に属する複数の援助者(専門職や非専
門的な援助者を含む)が,単独では達成できない,
共有された目標を達成するために,相互促進的
な協力関係を通じて行為や活動を展開するプロ
セスである。(p.5,1.14)
吉池・栄(2009
「連携(cooperation)」とは,協働を実現するた
めのプロセスを含む手段的概念。(p.116)
奥野(2010)
障害のある人が自立し,社会参加 していくこと
を目的とし,一人ひとりのニーズにあった総合
的なリハビリテーションサービスを提供するた
めに,障害当事者の視点に立って,複数の専門
職,複数の機関が協力をして,最適な,効率的
なサー ビスを提供す るための方法である。
(p.8,1.38)
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臨床心理学の領域では,職種間の協力の方法は,
1960年代からコミュニティ心理学の重要な方法
として提唱されていつた流れがある。コラボレー
ションが注 目されていつた背景は,上記の 1。1)
「連携の背景」 と重なつて発展をしてきている経
緯もあり,コラボレーションとい う言葉は,欧米
においては1970年代から広まり始めた。
日本での歴史的背景をみてみると1991年に精
神保健福祉法が制定された。また,1993年の公
衆衛生審議会意見書で社会復帰対策 0地域精神保
健対策 と並んで,「協働」につながる重要な提言が
なされた。それは,医療体制に医師・看護師以外
の作業療法士,精神保健福祉士,心理士などのコ
メディカルスタッフを入れた 「チーム医療」の導
入の発表であつた。それ以前に 「チーム医療」に
ついては, 日本では主に看護師が 「チーム医療」
の必要性を述べ,細田(2009)によると 「1970年
代の『看護』 とい う看護師向けの雑誌 と,『病院』
とい う病院管理者を主に読者に想定した雑誌の中
にみつかつた(p。47,1。28)」と報告されている。
日本の臨床心理領域においては,コミュニティ
心理学や1995年度(平成7年)からのSC事業の始ま
りをきつかけに2000年代に入つてより注 目を集
めるようになつた。藤川(2007)は, 日本の臨床心
理学におけるコラボレーションに関する研究につ
いて,「かつての臨床心理学研究は,臨床心理士
が単独で行 う心理面接や心理検査に関する事例研
究が主流であり,異職種 とのチームワークやコラ
ボ レーションの研究は数少なかつた(p.22,1.12)」
と述べている。藤川はまた,臨床実践活動の現状
に関して 「日本の臨床心理学の領域では,コラボ
レーションとい う概念が紹介 されたことにより,
従来の様々な臨床実践活動も,この概念に基づい
て見直され始めている段階にある(pe22,1。17)」と
言及 している。
藤川 (同上)は更に 「イ ギ リスの臨床心理士
(clinical psychologist)の専門性 について論 じた
MarzillierとHallによるテキス トでは,他職種や
利用者 と協働することが,臨床心理士の専門的活
動の重要な一部であるとい う前提がある(p.21,1.
14)Jと述べている。英米においては,政策 とも
関連 しコラボレーションによる臨床心理サービス
の構成が様々な領域で行われてお り,活動のモデ
ル生成,サー ビス構成の効果や課題が議論されて
いる段階である。近年は, 日本においても専門雑
誌で 「コラボレーション」の特集が組まれ,コラ
ボレーションの実践活動 0事例研究がなされ,実
践モデルも紹介されてきている。今後,更に重要
性が広く認知され,多くの研究がなされ発展して
いく分野である。
2)「協働」の定義・概念
藤川(2007)によればコラボレーションは,英語
のcollaborationが原語であり,「現在においては,
協調して働くという意味を含んだ協働もしくは,
協働することが,もつとも頻繁に使われている」
と述べられている。「協働」について,「広辞苑」
では,「(cooperation;collaboration)協力して働
くこと」と記されている。また,各論者によつて
コラボレーションについての論調は様々であり定
義も定まつていない状況である。「協働」の定義・
概念の再検討を行い表2。に「協働」の定義 0概念
についてまとめた。
①欧米の各論者の定義・概念
欧米の論者らは具体的な行為や活動に着目し,
論じている特徴がある。
吉池・栄(2009)によると,「単独では解決し得
ない課題に対して,多様な人々が協力して達成を
図る協働活動について,先駆的に概念整理を行つ
たのがGermainである」とされる。Germain(1984)
のcollaborationの定義・概念においては,「一つの
分野では達成できない,あるいは十分には達成でき
ない目標」,「協力過程(a c00perative process)」
が挙げられ,その後の各論者は定義・概念整理に
おいてこれらを含めて述べている。またAbramson
&Rosenthal(1995)は,「協働」を,専門職間のみ
で展開する援助形態と狭く捉えるのではなく,定
義の中で 「多様だが各自自立した行為者(組織あ
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るいは個人)」 という,非専門家を含めたより包
括的な概念として捉えると述べている。
Hayes,ReL.(2001)は, カウンセ リングにおけ
るコラボレーションという視点からその取り組み
について紹介している。コラボレーションの定義
は,「お互いが利益を得ることを目的として,相
異なる組織に属する個人が親密に交わること(p.
108,1.56)」と述べ,コラボレーションの本質的要
素 《1。相互性(mutuality),2.目標の共有(Shared
Goals),3。リソースの共有(Shared Resources),4.
見通しを持つこと(Perspective Taking),5。対話の
発展(Ongoing Dialogue)》やその効果について
も考察している。
②亀口(2002)の定義・概念
亀口(2002)は,コラボレーションの定義につい
て,その定義には複数の例があること,また,協
調して働くという意味合いを含んだ 「協働」もし
くは「協働すること」が最も頻繁に使われている
と述べる。亀口はさらに,その概念そのものが一
般に浸透していない現状を挙げ,あえてカタカナ
の「コラボレーション」を用いている。
亀口はまた,コラボレーションについて,「分
野を超えた対話や意見交換を意味したり,共同で
計画や決定 0行動 。あるいは思考することを指す
こともある(p。6,1.11)」とし,また,ヘイズ,高
岡,ブラックマンの定義を例に挙げ,一般的には
「相互性, 日標の共有」,「リソースの共有」,「広
い視野で考えること,対話」などといった原則が
あることを踏まえた上で,コラボレーションを定
義している。
③渋沢(2002)の定義 0概念
渋沢(2002)は,「協力」「コーディネーション」
「コラボレーション」について,「協力」は,専門
家,あるいは組織がそれぞれ個別の目標を達成す
るために他の専門家あるいは機関と共同で作業を
することを意味し,コー ディネーションは,職種 0
組織間で情報を交換しあい,作業を計画すること
を示すとし,コラボレー ションは,協力とコーディ
ネーションの延長にあるものだと述べる。また,
「連携」と「協働」の概念に関する研究の概観 中村誠文 他
協力とコーディネーションとは異なり, 日標と業
務を一緒に計画することが要求されるとする。そ
して,コラボレーションの要素について言及して
いる(表2。 参照)。
④藤川(2007)の定義・概念
藤り||(2007)は,コラボレーションについて「コ
ラボレーションとは,複数の職種や立場の人間が
関わる複雑な実践活動を示す概念である」と述べ,
また,その概念や定義の曖味さを指摘している。
そこで,藤り||は,コラボレーションがどのような
協力のあり方を指し, どのような特徴を持つのか
をリエゾンやリファーといった他の概念と比較し
ながら,「援助活動の主体」「援助活動の内容」
「援助目標と援助計画の形成の仕方」「援助活動の
責任」「援助活動のリソース」の観点より,整理
を行つている。そして,コラボレー ションは,チー
ムワークの一つの形であるといつて差し支えない
と述べている。
⑤野坂(2008)の定義・概念
野坂(2008)は,医療・福祉・保健分野における
協働に関して,「協働」といっても「ネットワー
ク」「チーム医療」「連携」といった様々な呼ばれ
方があるとし,それぞれの若干のニュアンスの違
いがあるものの,ほぼ同義語とみなしてもよいの
ではないかと述べている。ここでは,「連携」も
「コラボレーション」も「ほぼ同義語」として考
えられている。
⑥吉池・栄(2009)の定義 0概念
吉池 ・ 栄 (2009)は, 「連携 (cooperation)」 と
「協働(collaboration)」を階層性のある手段的概
念であると考え,「連携」は協働を実現させる手
段的概念と考え,『同じ目的をもつ複数の人及び
機関が協力関係を構築して目的達成に取り組むこ
と』を「協働」と定義づけている。
⑦津川・岩満(2011)の定義・概念
津り||・岩満(20H)は,精神科のチーム医療にお
ける「協働」を例に挙げ,①構成員,②協働のプ
ロセスについて述べている。そして,チー ムのメ
ンバーは, 自身の専門性をもちながらも,各々 の
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役割を互いに理解・尊重し,共通の目標に向かっ
て共通の言葉で情報を共有してはじめて,協働が
始まると述べる。
表2。 「コラボレーション」の定義・概念
Ⅳ 考察
本稿では,「連携Jと「協働」 とい う言葉が用
いられるようになった背景を概観 し,先行研究に
おけるそれらの定義 e概念の比較,整理をおこなっ
てきた。「連携」 と「協働」 とい う言葉 l―■,同じ
流れから派生してきており,特に欧米では,「連携J
の具体的な行為や活動へ着目しているという特徴か
ら「cooperation=連携」ではなく「collabOratiOn=
連携Jという言葉が用いられてきたと推沢Jされ/る。
そして, 日本語に翻訳される際に,論者によって
訳語が異なるということから言葉の混乱が生 じて
きたと考えられる。
1.「連携」と「協働」の相違 と定義・概念
「連携」「協働」の定義・概念に関する先行研
究において,両者の相違について考えたい。
実際,“collabOration"を「連携Jと訳 している
ものもあれば,「協働」と訳 しているものもある。
また,「連携」の概念には 「協慟Jと同様であ
`と考えられるものもいくつかみられている。従っ
て,明らかな相違があるとは言い難い。
しか し,野中(2007)は,「チームワークをめぐ
る用語JとL/て,cci18bOr農tion(協働),cooperttiob
(連携),cooぽ成intttioll(調整),linkatto(連結)とヒィ整‐理
Germaln
(1984)
協働 とは,単独の分野(あるいは個人)だけでは
達成できないあるいは充分には達成できないヘ
ルスケアに関連 した特定の目標や職務を遂行す
るために,二つあるいはそれ以上の分野(また,
場合によっては同じ分野の二人あるいはそれ以
上の個人)がコミュニケーション,計画,行動を
交換する協力的プロセスである。(p。199)
Andrew
(199o)
専門職問連携は,異なった専門職が共通の目標
を達成するために,独自の知識・技術・組織の
展望・個人的態度を駆使 して問題解決を行 う時
に起こる。(p175-176)
AbramsOn&
Rosenthal
(1995)
Hayes.RoL.
(2001)
|ることを目的として,相異なる組織に属する個
1合ぴ黍τ丘窃誓3λ菫栞的要素
1.相互性 (mutuality),2.目標 の共 有 (Shared.Goals),3.リソースの共有(Shared Resources),4.
見通 しを持つこと(Perspective Taking),5。対話
の発展(Ongoing Dialogue)(p.108)
亀 口(2002)
所与のシステムの内外において異なる立場に立
つ者同士が,共通の目標に向かって,限られた
期間内にお互いの人的・物的資源を活用して,
直面する問題の解決に寄与する対話と活動を展
開すること(p.7,1。21)
渋沢(2002)
コラボレーションについて,「協力」は,専門
家,あるいは組織がそれぞれ個別の目標を達成
するために他の専門家あるいは機関と共同で作
業をすることを意味し,コー ディネーションは,
職種・組織間で情報を交換 しあい,作業を計画
することを示すとし,コラボレーションは,協
力とコーディネーションの延長にあるもの。
コラボレーションの要素
1)共通の目標の設定と同意,2)目標達成の責任
の共有,3)それぞれの専門知識を駆使 して一緒
に作業することである。(p.271,1.5)
藤り||(2007)
コラボレーションとは,異なる専門分野が共通
の目標の達成にむけて,対等な立場で対話 しな
がら,責任とリソースを共有してともに活動を
計画・実行し,互いにとって利益をもたらすよ
うな新たなものを生成 していく協力行為である
と定義することができる。(p.18,1.22)
[援助活動の主体]
援助チームのメンバー(対人援助の専門家,時に
利用者自身や非専門家)
[援助活動の内容]
チームで和1用者に対する援助の目標と計画を立
て,メンバー間で相互にコンサルテーションを
1´ながら,,そねメぞれのメンバーが利用者に文|し
て直接由t援助をlTう。
[援助目標と援助計画の形成のしかた]
チームのメンバー間で形成され,共有される。
[援助活動の責任]チー ムが追う。
[援助活動のリソース]
チームのメンバーが持つリソースの共有。
壁升」吸:(2008)
コラボレーション(cOllaboratiOn)とは,複数の
主体が何らかの目標を共有し, どちらが上でも
下でもない対等な関係の上で,双方がエンパワー
された状態でなされる活動を言 う。(2.192,1.2)
吉池・栄
(2009)
「協働」とは,同じ目的をもつ複数の人及び機
関が協力関係を構築して目的達成に取 り組むこ
と。
津川・岩満
(2011)
多職種による協働 とは,①例えば,精神科であ
れば,医師,看護師,作業療法士,精神保健福
祉士,臨床心理士など,がん医療であれば,医
師,看護師,薬剤師,理学療法士,管理栄養士,
臨床心理士など,多職種でチームを構成する。
②チームとしての共通の目標に向かって,各職
種がそれぞれの専門性をもつて,お互いに連絡
を とりなが ら, 患者 を治療, 援助す る。
(p.763,1.5)
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している。吉池 0栄(2009らは, 唯難霧(cooperation)」
とは,協働を実現するためのプロセスを含む手段
的概念」としており,協働を実現するための一つ
の手段として捉えている。ここでは,「連携」は,
「協働」するために,構成員が相互に「つながる」
手段として考えることができるのではないだろう
か。「協働」には,「つながる」だけではなく,
「共通した目標 0目的」「協力過程」「新たなもの
の生成」といった要素が挙げられ,また,「協働」
する期間を限定的に提示しているものもみられる。
このような点からも,「協働」の過程はより構造
化されていると考えられる。また,藤川(2007)は,
「協働」はチームワークの形の一つと述べており,
「協働」は,「連携」よりも,各構成員のチームの
一員であるという認識が高いと考えている。
そこで,各論者の「連携」の定義・概念をみて
いくと,「異なる専門職・機関・分野」「共通の目
的・目標の達成」「連絡 0調整を含む協力関係」
という共通する部分がみられ,これは亀口(2002)
も違 う形ではあるが述べている。「連携」は,共
通の目的 。目標の達成に向けて支援をおこなう活
動の連続体でもあるので「協働」との境界が曖昧
とされていることが多い。
次に,各論者の「協働」の定義,概念をみてみ
ると,「異なる専門職・機関・分野」「共通の目的・
目標の達成」という「連携」と同じ共通項があげ
られる。 しかし,「協働」が 「連携」と異なる点
は,協働が 「協力過程(行為 。活動)」 という,協
力関係を前提とした各専門職間の活動に視点があ
てられていることがいえ,上記で述べたように,
より具体的で各構成員のチームの一員であるとい
う認識も高いと考えられる。
これらを踏まえ「連携」と「協働」の定義・概
念を筆者らがまとめ提案をしてみたい。
連携とは,「異なる専門職・機関・分野に属す
る三者以上の援助者(専門職や非専門的な援助者
を含む)が,共通の目的 。目標を達成するために,
連絡・調整等を行い協力関係を通じて協働してい
くための手段・方法である」と定義することがで
「連携」と「協働」の概念に関する研究の概観 中村誠文 他
きる。
一方夕協働については,その定義にあたり,心
理臨床の視点でもある “人生の専門家はクライエ
ントである"という視ノ点から,協働を行つていく
際は,クライエント本人をまじえた協働関係とい
うことも,今後は重要な視点になりえるのではな
いかと考える。これらのことから,協働 とは,
「異なる専門職・機関・分野に属する二者以上の
援助者(専門職や非専門的な援助者を含む)や時に
はクライエントをまじえ,共通の目的 。目標を達
成するために,連携をおこない活動を計画・実行
する協力行為である」と定義することができる。
2.心理臨床における「連携」「協働」
心理臨床的援助において,医療・福祉・教育・
産業といった様々な領域,また,臨床心理的援助
の一つである臨床心理学的地域援助など,「連携」
「協働」が必要であることは言 うまでもない。そ
れと同様に,いつ,どこにどうつながっていくか,
協働 していくかということも重要である。村瀬
(2008)は,いたずらにコラボレーションを考える
前に,誰のために何を目的として,いつ,どこで,
どのように誰によつて行われるのか, という基本
事項を明確にすることが前提であると述べている。
「連携」「協働」は,それが持つ特色により多
くの対人援助職にとってのテーマの一つとなって
いる。牧原(2002)は,「協働」について,「互いの
領域から一歩出て,各々 が 「重ね合わせる」とこ
ろから,新しい創造物が生まれるということにな
る(p.317,1。8)」 と述べ,多職種が相互に 「重ね合
わせる」ことの必要性を挙げている。今日,専門
性はより深く細分化されており,それ故,専門家
同士の 「連携」「協働」が物理的な問題も含め難
しくなっている場合もあるとえる。だからこそよ
り意識的に 「連携」「協働」を考えながら活動し
ていく必要があると考えられる。そのような中で
こそ,牧原(同上)が述べているように,「重なりあ
う」中で対話を重ねていくことは,お互いの専門
性を知り,協働過程を作り上げていく中でも必要
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なことであろう。久留(1989,2003)もまた,「臨床
援助に関わる人間は,他の領域の専門性をより開
かれた意味で理解する必要があるし,同様に, 自
己の専門性を開かれたかたちで提示し合う必要が
ある」と述べ,専門家を含め関わる人間が開かれ
た関係にない限り, 自己実現的変化は困難になる
と,臨床援助者の開かれた人間観,治療観,専門
家観の重要性について述べている。
また,連携・協働しながら立体的な援助を提供
するとき,援助者とクライエントの関係性への視
点も大切ではないだろうか。「連携」「協働」を行っ
ていく際,援助者もシステムの一部であることを
自覚しておく必要もある。また,論者の中には
「協働」の要素に 「相互性」を挙げるものもある
が,「協働」の 「相互性」を考えるとき,援助者
同士の「相互性」だけではなく,クライエントと
援助者の「相互性」も含まれなければならないと,
筆者らは考える。その相互性やシステムの視点を
持ちつつ,相互に関わつていくことにより,より
クライエントのニーズに沿つた支援が提供できる
のではないだろうか。
最後に,生物一心理一社会的モデルのように立
体的な援助の提供が求められる中で,多職種とつ
ながり「連携」「協働」することは,今後も様々
な場面で求められると考えられる。しかし,「連
携」「協働」すること自体が重要であるのではな
く,クライエントがそれをどのように希望してい
るのか,それが,クライエントにとつてどのよう
なかたちで有益なものであるのか, どう活かされ
るのかということこそが大切であり,「連携」「協
働」の先にはクライエントがいることが前提であ
ることを添えておきたい。
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Abstract
Review on “cooperation" and “coll boration'' in the ield of clinical psychology:Focusing
on the differences of their deinitions and concepts
Studies on “co peration'' and/or ``collaboration'' in the ield of clinical psychology were
reviewed in this article,comparing those notions in terms of deinitions and concepts,referring
them in the fields of medicine,mental health, welfare, and education.It was found that while
some confusion in terms of deinition was found between ``cooperation" and ``collaboration," it
was possible to suggest that ``collaboration" connotes clearer recoghition as a member among
those who participate in a certain activity, and more focused vision on carrying it out.
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